
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025-26 INTERNATIONAL ROTARY DISTRICT2770 

ROTARY CLUB OF IWATSUKI  

since 1963 

Weekly Report 
 

  

会長の時間                  第 63代会長 関根信行 

皆さん、こんにちは。 

来週はいよいよ国際ロータリー第 2770 地区 熊木雄太郎ガバ 

ナーをお迎えし、公式訪問例会となります。 

本日は第 4 グループ 真中潤治ガバナー補佐、そして会員 

の皆さんと共に、来週に向けた最終的な確認と協議を進めて 

まいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

公式訪問は、これまでの歩みを点検し、次のステップへ力 

強く進むための重要な機会です。ガバナーのお言葉から得る 

視点を、確実にクラブの未来へ生かしていきましょう。私たちが目指すのは「仲間を

増やし、地域に貢献するクラブ」です。その土台には、親睦・奉仕・互いを尊重する

寛容の精神が不可欠です。 

 

ここまでの主な活動をご報告いたします。 

7 月 18 日、三部門セミナー（管理運営／公共イメージ／会員増強維持）が開催され

ました。公共イメージ部門には駒澤会員、会員増強維持部門には体調不良の眞々田会

員に代わり私（関根）が出席しました。記念講演では GG 佐藤氏が、失敗を逆転に変

える鍵として「念ずれば花ひらく」の姿勢、先入観を打破する柔軟性、自ら舵を取る

主体性、そして夢を“おもしろがる”心を強調。ビジョンを共感できる目的へ昇華す

ることで、現代の人材の力が最大化されると語られました。リーダーシップには「言

い疲れるほど繰り返す」発信が有効であるとも示唆されました。会員増強ディスカッ

ションでは、「こまめな声掛け」と「価値観の共有」が参加意欲を高める基本である

ことを再確認しました。 

7 月 25 日、職業奉仕部門セミナー（内藤部門委員長・村上青少年職業奉仕委員長

と参加）。アンガーマネジメントや性格特性を動物に例えるワークを通じ、「職業を通

じた社会貢献」を再定義する視点を学びました。 

8 月 9 日、米山奨学部門セミナー（内藤部門委員長・富田委員長・奨学生シュク・

ウンゴ君と参加）。「日本と海外を結ぶ橋渡しとなる人材育成」の重要性を再認識しま

した。壇上で緊張しつつも確かな姿を見せた奨学生シュク・ウンゴ君の成長が印象的

でした。 

8 月 22 日、私のみ参加した国際奉仕部門セミナーでは、準備や調整の負荷を超え

て実践が一体感と学びを生むことを再確認。「やってみないと分からない」という言

葉が心に残りました。ローターアクト特別推進部門では、RC が資金・信用、RAC が時

間・デジタル力を担い、「出す人」「動く人」の役割を地域の「祭り」の段取りのよう

に穏やかに擦り合わせる構想を整理する必要性を感じました。月 1 回で成果・投入時

間・小さな改善案を“見える化”し、裏方の努力まで話題化することで、信頼の循環

と負担の偏り防止、次の企画準備力向上につなげる視点を得ました。 

各委員会のセミナー準備も最終段階です。委員長の皆さん、引き続きの牽引をお願

いいたします。小さな成果を全体で共有し、今後の活動の弾みにしていきましょう。

本日も充実した例会にいたしましょう。どうぞよろしくお願いいたします。 

以上 
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○地区から 2028～2029 年度ガバナー 

候補者の推薦について案内が届いて 

おります。締切は 9 月 30 日です。 

○地区ロータリー財団部門セミナー 

と講演会のご案内です。 

 開催日   10 月 1 日（水） 

場 所    さいたま市文化センター 

 セミナー 午後 3 時 30 分 

 講演会   午後 6 時 00 分 

講 師   ロータリーポリオ根絶大使 尾身茂先生 

○第 2 回 PHS/PPS 勉強会が 9月 5 日（金）18 時からＰＨＳ、 

ＰＰＳ入会者対象として ZOOMで行われます。 

○ポリオ根絶チャリティスーパーカーツーリングの参加車 

両募集のご案内。 

日時   2025 年 10 月 26 日（日） 

場所   本庄総合公園→秩父ミューズパーク 

○国際ロータリー日本青少年交換他地区合同機構よりウク 

ライナ戦争孤児支援食堂プロジェクト協力の件。 

○ＲＩ日本事務局財団室ニュース 8 月号 

○(公財)ロータリー米山記念奨学会よりハイライト米山

305 号が届いております。 

○大宮西 RC 様大宮東 RC 様大宮北東ＲＣ様より例会予定表

が届いております。 

○岩槻東 RC 様大宮北東 RC 様より週報が届いております。 

幹事報告            幹事 小林 篤 

クラブ協議会 

お客様紹介 ８月誕生祝い・還暦祝い    

関根会長の方からセミナーがた 

くさんあるというお話もございま 

したが、明日も国際奉仕部門のセミナーがございます。 

会長は年度前から会長エレクトのセミナーを受け、その

後も地区リーダーシップ・ラーニングセミナー、さらに部

門セミナー、１年を通して同じことを何度も勉強されます。 

会長は、それだけ時間と労力を費やしていろんなことを学

んで会員皆様にお伝えすることになります。わからないこ

とがありましたら全セミナーに出席されている会長にお聞

きになっていただければと思います。 

 

前回、7 月にお邪魔させていただいた時に、「年度が始ま

る直前にＲＩ会長エレクトの辞任があり、本年度も何が起

こるか分からない」というご挨拶をさせていただきました

が、お盆の前、ＲＩ会長エレクトが体調不良を理由に辞任

なさいました。代わりの次年度ＲＩ会長はまだ決まってい

ない状況です。 

この後のクラブ協議会でも出てくるかと思いますが、岩

槻ロータリークラブさんには戦略計画ですとか、いろいろ

な目標がおありのことと思います。その目標に向かって、

会員皆さんで一致団結して取り組んでいただければ、より

活性化して素晴らしいクラブに発展していくものと思いま

すのでよろしくお願い致します。 

 

 

プログラム・親睦委員長 

三浦宣之 
今月お誕生日の会員は、21 日生まれ 

の桜ちかこ会員です。 

また、7 月 23 日に内藤明会員が還暦 

を迎えられました。 

お二人ともおめでとうございます！ 

 

 

 

 

                8月 21日 

                     桜ちかこ会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 23日 

内藤 明会員（60歳） 
クラブから還暦のお祝 

いを贈りました。 

第 4グループ 

ガバナー補佐 

真中 潤治 様 

（大宮北東） 
 

ガバナー公式訪問準備例会議事録 
（クラブ行動計画推進委員会／達成項目と未達成項目／ロ

ータリーブランディング強化） 

【議事録】 

岩槻ロータリークラブの 3 か年戦略計画と今後の展開 

・クラブ行動計画の評価方法 

昨年度作成した行動計画の達成度を評価・判断する必要があ

る。今年度新設された「クラブ行動計画推進委員会」が、毎

年、達成項目と未達成項目を判断し、その判断基準を具体化

する。その後、クラブフォーラム等で他の会員からの意見を

募るという進行方法が提案され、その結論に至った。 

 

・3 か年戦略計画の基本方針と実践 

岩槻ロータリークラブの 3 か年戦略計画は、「仲間を増やし

クラブを大きくし、地域活動に貢献できるクラブを目指す」

という基本方針で始まった。この目標達成のためには、まず

会員自身、ロータリークラブが何をしているかを深く理解す

ることが不可欠である。具体的には、理事会に理事会メンバ

ーではない委員長が参加するなどして内部の理解を深め、そ

の内容を共有し、外部へ広めて地域に知ってもらうという流

れで、ロータリークラブに関する知識を増やし、仲間を増や

すべきである。この「数は力」という考えに基づき、1、2

ヶ月で達成できるものではないため、3 年という長期的な視

点でクラブを大きくしていくことを中心に考える必要があ

る。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・クラブ活動によるインパクトの創出 

昨年度から今年度にかけて、より大きなインパクトをもたら

す活動として、毎年恒例の岩槻高校インターアクトクラブと

のバザーや募金活動に加え、新たな取り組みが成功を収めて

いる。昨年度はチャリティバザーを開催したが、今年度は関

根会長が推進した「野菜の詰め放題」が大成功した。これら

の活動は公共イメージ向上のため、ホームページや SNS を通

じて積極的に発信されており、奉仕活動も広報されている。 

 

・会員の積極的な参加とクラブの活性化 

参加者の積極的な関わりを促す取り組みとして、昨年度から

会員が継続的に増加している。新しい会員が例会や事業に積

極的に参加する一方で、長年クラブを支えてきた既存会員も

不可欠な存在であり、新旧会員間の「調和と統合」が非常に

進んでいる。これにより、例会や事業を通じてクラブ内に非

常に良い雰囲気が醸成され、充実したロータリーライフが送

られている。 

 

・3 か年戦略計画の全体評価と今後の展望 

直前会長が策定した 3 か年戦略計画は、ここ 1、2 年で着実

に形になりつつあり、クラブは非常に良い状態で今年度を迎

えている。この計画は自然な流れでクラブの活動に統合され

ており、岩槻ロータリークラブのチームワークの表れとも言

える。この機会に改めて全員で情報を共有し、活動を継続し

ていくことで、さらに素晴らしい岩槻ロータリークラブを築

き、楽しんでいきたいとの意見が出た。 

 

【結論 1】 

クラブ行動計画推進委員会で評価の細部を詰め、クラブフォ

ーラムで会員の意見を求めるという結論に至った。 

クラブの活動内容への理解を深めることから始め、3 年とい

う長期的な視点で仲間を増やしていくべきである。 

新しい取り組みが成功し、クラブの社会へのインパクトが増

している。 

新旧会員の調和がとれ、クラブ全体が活気に満ちている。 

3 か年計画は順調に進行しており、今後も全会員で情報を共

有し、活動を楽しんでいくことが確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブの会員増強と今後の活動方針 
2-1. 会員状況について 

昨年度は 10 名の新会員を迎えたものの、4 名の減少があり、

純増は 6 名に留まった。このため、いかに会員維持に努める

かが重要な課題である。会長の熱意と、会員全員が継続して

努力することが必要であり、ゴルフやカラオケなどの企画を

通じてオブザーバーを招き、共に時間を共有することでロー

タリークラブの魅力を理解してもらい、入会を促進する案が

話し合われた。 

 

2-2. 会員増強と退会防止について 

会員増強と退会防止の取り組みについて、強引な勧誘は宗教

的な印象や強制的な印象を与えかねるため避けるべきであ 

る。増強の目的が運営費のためではなく、会員自身が「なぜ 

増強するのか」「なぜロータリーを運営するのか」「どのよう

な活動をするのか」「なぜロータリーに入会するのか」とい

ったロータリーの根本的な意義や活動内容を深く掘り下げ

て理解し、その価値を伝えることが重要である。この深い理

解は、新規会員獲得だけでなく、退会防止にも繋がる。ロー

タリーには信頼関係の構築など素晴らしい側面が多くあり、

現会員がその意識を共有し、学びを深めることが増強活動に

繋がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-3. ロータリーのブランディングについて 

新会員からは、入会前のロータリーのイメージとして「面倒

くさい」「集合が面倒」といった PTA のような感覚があった

と語られた。これは、昔からのネガティブなイメージと、現

在の岩槻ロータリーが目指し、実際に行っている活動との間 

に大きな乖離があることを示している。地域に伝わっている

岩槻ロータリーのイメージには大きな違いがあるため、継続

的にロータリー自体のブランディングをしっかり行う必要

がある。「素敵なことを素敵な仲間とやる」というクラブの

魅力を第一に、奉仕精神や地域活動におけるロータリーのあ

り方を、身近な人々に対してしっかりとブランディングして

いくことが必要であるとの意見がまとまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4. 児童養護施設「いわつき」での奉仕活動について 

3 月に児童養護施設「いわつき」での奉仕活動が計画されて

いる。この活動は委員会が決定する事項であるが、施設の子

どもたちは外部との関わりが少ないため、その機会を増やす

ことが主な目的である。昨年訪問した際に「また来年も来て

ください」と言われたことが励みになっている。岩槻東ロー

タリークラブは毎年同施設を訪問しており、過去には大宮北

東ロータリークラブも JR 工場見学やバーベキューなどの活

動を行っていた。岩槻東ロータリークラブとの共同開催も検

討されており、施設への負担を考慮しつつ、連携の可能性を

探る必要がある。 

【結論 2】 

会長の熱意を中心に、会員一丸となって会員維持と増強に努

める必要がある。 

会員は運営費のためという視点だけでなく、ロータリー活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行： 岩槻ロータリークラブ会場出席・公共イメージ委員会   委員長 星 和彦  副委員長 田畑寛樹 駒澤あい 

 

出 席 報 告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

25 15  4 76.00％ 

 
スマイル報告 

本日のスマイル合計 22,000 円 

年間累計額 206,000 円 

   

 

スマイルＢＯＸ              

ビジター 

第 4 グループガバナー補佐 真中潤治 様 

「残暑お見舞い申し上げます。本日も宜しくお願い致しま

す。」 

メンバー（50音順・敬称略） 
小林 篤 真中ガバナー補佐、本日よろしくお願いします。 

桜ちかこ 若くいたい 

鈴木真樹 真中ガバナー補佐、本日は岩槻ＲＣへようこそ。 

宜しくお願いします。 

関根信行 第４Ｇ真中ＡＧ本日はよろしくお願い致します。 

２８日は公式訪問です。ご参加本当によろしくお 

願い申し上げます。 

田畑寛樹 親愛なる皆様、こんにちは。桜会員お誕生日、内 

藤会員還暦のお祝い、誠にありがとうございます。 

遠藤会員米山功労者メジャードナー、三浦会員米 

山功労者、誠におめでとうございます。 

真中ＡＧようこそ岩槻ＲＣへ。本日も何卒宜しく 

お願い申し上げます。 

津多一幸 真中ガバナー補佐よろしくお願いします。 

富田友輔 本日も宜しくお願い致します。 

内藤 明 ガバナー公式訪問例会、みんなで成功させましょ 

う。 

中村 正 真中ガバナー補佐よろしく！ 

能重裕介 本日もよろしくお願いいたします。 

原田晃博 真中ガバナー補佐、本日はよろしくお願い致しま 

     す。 

星 和彦 真中ガバナー補佐ようこそ岩槻ロータリークラブ 

へ。会員の皆様いよいよ来週はガバナー公式訪問 

です。よろしくお願いします。 

松永 豪 本日も宜しくお願い致します。 

三浦宣之 本日は宜しくお願いします。 

村上 泉 本日も宜しくお願いいたします。 

 

の意義を理解し伝えることに努めるべきである。 

「素敵な仲間と素敵なことをやる」というクラブの魅力を、

継続的なブランディングを通じて地域にしっかりと伝えて

いく必要がある。 

委員会が中心となり、子どもたちのために外部との関わり

を増やすという方針で活動内容を具体化していく。 

次回例会では、24 歳でロータリーに入会し、今年で 30 年

目となる 53 歳の「熊木雄太郎ガバナー」が登壇予定であり、

参加者からの活発な意見が期待されている。 


